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学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

佳
作

　
　

伊
藤　
　

涼
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
）

　
　
　

何
晏
の
政
治
観
―
玄
学
萌
芽
を
考
え
る
た
め
に
―

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

髙
倉
明
樹
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
　

朝
顔
の
花
手
折
る
薫

　
　
　
　

―
『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」
巻
「
今
朝
の
ま
の
」
の

　

独
詠
歌
を
視
点
と
し
て
―

　

佳
作

　
　

細
田　

博
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
一
年
）

　
　
　

鯰
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
病
平
癒
に
つ
い
て

　
　

小
菅
あ
す
か
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
　
『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
最
後
の
手
紙

―
「
白
き
唐
の
紙
四
五
枚
」
と
〈
連
作
〉
が
示
す
も
の
―

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

　

本
年
度
の
学
生
懸
賞
論
文
の
応
募
論
文
数
は
、
文
学
部
・
神
道
文
化
学

部
学
生
・
別
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
一
部
門
三
本
、
大
学
院
文
学
研

究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
二
部
門
四
本
で
あ
っ
た
。
昨
年

度
六
本
で
あ
っ
た
第
一
部
門
の
応
募
が
三
本
、
昨
年
度
五
本
で
あ
っ
た
第

二
部
門
の
応
募
が
四
本
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
で

あ
っ
た
。

　

選
考
過
程
で
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
表
題
と
内
容
の
整
合
性
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
、
問
題
提
起
が
明
瞭
で
あ
る
か
否
か
、
結
論
と
照
応
し
て
い
る

か
、
論
文
中
の
学
術
上
の
述
語
の
定
義
は
適
切
か
否
か
、
論
証
過
程
に
破

綻
が
な
い
か
、
当
該
課
題
の
研
究
史
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
、

日
本
語
の
表
現
は
適
切
か
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
今
後
、
懸
賞
論
文
に
応
募

す
る
際
に
は
、
上
記
の
点
に
、
ぜ
ひ
留
意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
年
度
の
応
募
論
文
数
は
昨
年
度
に
比
し
て
少
な
か
っ
た
た
め
、
あ

ら
た
め
て
、
学
生
懸
賞
論
文
の
意
義
を
周
知
し
、
意
欲
的
な
研
究
成
果
が

　

平
成
二
十
八
年
度
の
学
生
懸
賞
論
文
の

　

応
募
状
況
と
選
考
経
過

國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
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積
極
的
に
応
募
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
五
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
に
お
い

て
、
査
読
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
一
本
を
入

選
、
三
本
を
佳
作
と
し
た
。
慣
例
で
は
各
部
門
に
お
い
て
入
選
・
佳
作
は

一
本
ず
つ
で
あ
る
が
、
優
秀
な
作
品
が
そ
ろ
っ
て
い
た
た
め
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
第
二
部
門
に
お
い
て
は
二
本
の
佳
作
を
選
出
し
て
い
る
。

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

佳
作

　
　

伊
藤　
　

涼
（
文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
）

　
　

何
晏
の
政
治
観
―
玄
学
萌
芽
を
考
え
る
た
め
に
―

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

髙
倉
明
樹
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　

朝
顔
の
花
手
折
る
薫

　
　

―�

『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」
巻
「
今
朝
の
ま
の
」
の
独
詠
歌
を
視
点
と

し
て
―

　

佳
作

　
　

細
田　

博
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
一
年
）

　
　

鯰
絵
馬
に
込
め
ら
れ
た
病
平
癒
に
つ
い
て

　
　

小
菅
あ
す
か
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
最
後
の
手
紙

　
　

―
「
白
き
唐
の
紙
四
五
枚
」
と
〈
連
作
〉
が
示
す
も
の
―

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

　

右
の
論
文
は
い
ず
れ
も
、
問
題
意
識
の
持
ち
方
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、

実
証
性
と
資
料
提
示
の
手
順
、
論
証
結
果
な
ど
に
つ
い
て
の
学
術
的
な
成

果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
入
選
と
な
っ
た
髙
倉
氏
の
論
文
に
関
し

て
は
、
当
該
分
野
の
画
期
的
な
業
績
と
し
て
、
完
成
度
の
高
さ
が
編
集
委

員
会
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
。
佳
作
と
な
っ
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
学
術

論
文
と
し
て
や
や
不
備
な
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
本
誌
九
月
号
に
掲
載
さ
れ

る
選
評
を
参
照
さ
れ
、
さ
ら
な
る
学
修
、
研
究
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た

い
。


